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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,7691 3,7998 +0,0307 3,9330 -0,1332

対円 JPY 32,11 31,99 -0,12 30,49 +1,50

対ユーロ BRL 4,1322 4,1265 -0,0057 4,4100 -0,2835

対ドル JPY 121,07 121,57 +0,5000 119,91 +1,6600

対ユーロ JPY 132,74 132,09 -0,65 134,46 -2,37

Index 48.054 47.710 -344 47.033 +677

bps 403,4 392,0 -11,4 447,2 -55,2

% 15,68 15,45 -0,23 15,19 +0,26

% 15,38 15,35 -0,03 15,45 -0,10

% 0,334 0,334 +0,000 0,327 +0,007

Index 197,6 194,1 -3,5 194,1 +0,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットサマリー

Bovespa（ブラジル株価指数）

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）

Brazil 10yrs Gov. Bond

　　マーケットデータ
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Treasury Department

昨日のドルレアルスポット相場は、良好な米経済指標とイエレンＦＲＢ議長の発言を受けてグローバルにドル
買いが優勢の展開となり、一時３．８１台半ばまでドル高レアル安が進行した。イエレン氏は昨日実施された
下院金融委員会の議会証言にて、「FOMCが見込んでいるのは、労働市場に一層の改善をもたらし、中期
的にインフレ率が２％に戻っていくのに十分なペースで経済が今後も成長するということである」と発言し、
「経済データで成長と物価の上昇が引き続き示されれば、１２月利上げの現実的な可能性はある」との見解
を示した。また、証言に先立って公表された米１０月ＡＤＰ民間雇用者数が１８．２万人増と、市場予想を
上回った他、１０月ＩＳＭ非製造業景況指数が５９．１と、前月の５６．９から上昇すると共に、過去１０年間で２
番目の高水準を記録したこともマーケットのドル買いを後押しした。一方、ブラジル９月鉱工業生産は前月比
１．３％減と、４ヶ月連続でマイナスになったことに加え、前年比では１０．９％減と、２００９年４月以来の大幅
なマイナスを記録した。

経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）は昨日、ブラジルが持続可能な経済成長を今後確実にするためには、「退職
年齢の引き上げや年金と消費者物価の連動を図るなどの構造改革を行う必要がある」との見解を示した他、
従来の財政・金融政策の引き締めだけでは不十分と指摘した。


